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神

奈川みなみ
１

２０２５年１月 第６１９号

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

理事長
藁谷　收

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
猛
暑
で
記
録
的
な
暑
い
夏
で
し
た

と
、
毎
年
同
じ
よ
う
な
挨
拶
の
繰
り
返
し
で

す
。

　

ま
た
国
内
各
地
で
大
雨
か
ら
の
水
害
の
被

害
が
あ
り
、
全
世
界
的
に
も
豪
雨
と
大
規
模

な
洪
水
の
報
道
が
続
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
地

球
温
暖
化
の
影
響
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
今
年
こ
そ
は
良
い
一
年
に
な
り
ま
す

よ
う
に
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
願
い
を
胸
に
初
詣

に
出
か
け
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
雪
国

の
雪
解
け
に
始
ま
り
、
桜
前
線
の
北
上
、
紅

葉
前
線
の
南
へ
の
進
行
な
ど
四
季
の
移
り
変

わ
り
が
実
感
で
き
る
豊
か
な
自
然
に
満
ち
た

平
穏
な
日
本
に
戻
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　

我
々
は
次
の
世
代
に
美
し
い
地
球
を
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
残
さ

れ
て
い
る
時
間
は
短
く
一
刻
も
早
く
有
効
な

対
策
を
と
ら
な
け
れ
ば
手
遅
れ
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

さ
て
、
医
療
介
護
を
取
り
巻
く
現
状
も
さ

ら
に
厳
し
さ
を
増
し
、
社
会
の
高
齢
化
の
進

行
は
著
し
く
、
介
護
を
巡
る
環
境
は
大
き
な

変
化
を
見
せ
今
後
ま
す
ま
す
地
域
で
の
連
携

の
重
要
性
が
増
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
医
療
生
協
活
動
を
地
域
に
さ
ら
に

広
め
、
皆
様
の
健
康
作
り
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
職
員
一
同
全
力
で
医
療
介
護
に
取
り
組

ん
で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

ひなの会（南下浦支部）
の皆様の作品

浦賀支部のみなさまの
絵手紙

葉山のみなさまの
ちぎり絵

　２０２5年の干支は、乙巳（きのとみ）です。６０年周期の干支の中
で４２番目に位置し、「努力を重ね、物事を安定させていく」とい
う意味合いを持つ年とされています。
　そのため、２０２5年は多くの人にとって成長と結実の時期とされ
ています。「乙」は未だ発展途上の状態を表し、「巳」は植物が最
大限まで成長した状態を意味します。この組み合わせは、これま
での努力や準備が実を結び始める時期を示唆しているそうです。
昨年は健康まつりやバス旅行、ウォーキング企画などの楽しい企
画が旺盛に開催されました。今年も楽しく過ごせるといいですね。
　今年も新年にちなんだ組合員さんの作品を集めてみました。ご
覧ください。

謹 賀 新 年 楽しく、健康に楽しく、健康に
そしてそして成長成長とと結実結実のの１年１年になりますように！になりますように！

浅野民江さん

松原多鶴子さん 衣笠京子さん
影山文江さん

伊藤操さん

小菅弓枝さん

富塚鈴江さん鈴木智慧子さん

中沢百代さん

沼田美代子さん



神奈川みなみ医療生協 （２）２０２５年１月第６１９号

　全国至る所に富士の名の付く所は多いですが、三浦半島に
も富士が有ります。横須賀市の津久井と長沢にまたがる山が、
三浦富士（183メートル）です。大漁祈願や海上安全を祈願
する信仰の山であり、毎年７月８日の山開きに三浦半島一帯
の※「富士講」がこの山をめざして参集していました。
　三浦富士を富士山に見立てた山岳信仰の一つで、お焚きあ
げは山頂祭の大きな見どころでした。富士山の浅間神社の分
霊が祭られた祠

ほこら
の前では一日中、先

せん
達
だつ
と呼ばれる行者の先導

者が白装束を身に着け、家内安全、海上安全、大漁満足など
の護摩祈祷

とう
を行っていました。かつては登山口に露店が並び、

山頂に大漁旗がはためいていたといいます。魚群探知機のな
い時代には、三浦富士を海上からの道標にした漁師らの信仰
を集め、「山頂から長い列ができて、おはらいをしてもらう
のに半日がかりだった」と長老は云います。江戸時代から続
いた伝統行事「お焚

た
きあげ」の歴史も途絶えてしまいました。

民俗学の専門家は「踊りや歌を覚える郷土芸能とは違い、精
神的な部分の大きな年中行事。受け継ぐのが難しかったので
は」とみています。
　現在は先達の後継者も不在で、山頂での「お焚き上げ」は
行われていません。お神楽を奉納する宵宮祭だけが地元町内
会で行われています。京急津久井浜駅、長沢駅から三浦富士、
砲台山、武山を巡るハイキングコースが整備されています。
三浦富士の山頂には浅間神社が祀られ「浅間神社奥宮」と彫
り込まれた碑が建っています。
※ 富士講：富士山を信仰する人々が組織した信仰的な集団で、
江戸時代後期から昭和初期にかけて庶民の信仰として広ま
りました。 

三浦半島  地名の由来
「三浦富士」（横須賀市）「三浦富士」（横須賀市）
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２０２４年11月度　２０２４年11月度　理事会報告理事会報告
１．医療生協強化月間について話し合われました。
　　支部・地域での強化月間の途中経過とこれまでの取り組み状況が
報告されました。三浦と横須賀では健康まつりが開催され、多くの
人が参加し成功しました。バス旅行やウォーキング企画、食料支援、
健康チェックなど様々な企画が開催され、加入や出資金の増資に結
び付いています。しかし、年間目標にはまだまだ届いていません。
今後、三浦診療所では胃カメラの購入、衣笠診療所では自動ドアの
修繕など多額の費用がかかる予定です。これを支えるための出資金
増資運動を強めていく意思統一をしました。
２． 神奈川まるごと健康づくり「健康チャレンジ2024」について話し合
われました。
　　チャレンジシート提出が始まっている状況が報告されました。各
診療所の窓口に提出箱が設置されていることや、ＦＡＸや郵送での
提出も受け付けていることが報告されました。回収や声かけを進め、
500人の参加目標を達成しましょう。
３． 2024年10月度の患者利用者状況報告
　　外来患者：3,860人、訪問看護：127人
　　訪問ヘルパー：64人、デイサービス：107人
　　ショートステイ：53、ケアプラン：279人
４．2024年10月度の経営状況報告
　　10月度の経常利益は648万９千円でした。
　　累計経常利益は▲831万４千円です。
５． 2024年11月度　組織活動統計の報告
　　仲間ふやしは19人でした。出資金増資は136万５千５百円でした。

組合員数 13,273人／出資金 375,141,500円2024年11月末現在

からだ
動かそ

う！

Lesson68　コブラのポーズ
効果： のどを伸ばして、縮こまっていた胸を開く

健康 ヨガ健康 ヨガ

１． うつ伏せになります。足は、腰幅に開きます。
　　 両手は肩の横に置きます。額は床につけて置きます。
２． 息を吐き、吸いながら額を上げ、ゆっくりあげます。
３． 膝をしめて、恥骨の浮かない所まで起きます。
　　喉を伸ばして、目線を上げます。
　　背中から、腰、胸に刺激を感じます。
４． 息を吐きながら、背骨を一本ずつ下
ろす感じでゆっくり体を下げます。

　　床に戻ったらリラックスします

　二回位やってみましょう。

やさしいヨガ教室

ピラティス・ヨガ教室の
YouTubeチャンネルはこちら⇒

日　時：毎週水曜日　①９：45～　②11：00～
定　員：各回７名（要予約）
会　場：ほっとスペースみなみ（医療生協本部１階）
料　金： １回1,000円
　　　　※組合員は、1,000円のうち500円を出資金とします。
問合せ：医療生協本部　☎046－853－8105
監修／折戸めぐみ（横須賀ピラティス・ヨガ教室主宰・やさしいヨガ教室講師）

三浦富士山頂の祠 ハイキングコースも整備

　

第
37
回
日
本
高
齢
者
大
会

が
11
月
22
日
・
23
日
の
二
日

間
に
愛
知
県
名
古
屋
市
で
開

催
さ
れ
、２
日
間
で
延
べ
３
，

１
０
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま

し
た
。
神
奈
川
み
な
み
医
療

生
協
か
ら
は
、
代
表
２
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
障
害
者
協
議
会
代
表
・

き
ょ
う
さ
れ
ん
専
務
理
事
の

藤
井
克
徳
さ
ん
に
よ
る
「
障

が
い
者
運
動
か
ら
の
伝
言
・

人
権
は
生
き
る
力
、
新
た
な

国
際
規
約
づ
く
り
に
向
け

て
」
で
し
た
。
共
同
作
業
所

づ
く
り
や
き
ょ
う
さ
れ
ん
結

成
と
い
う
「
ゼ
ロ
か
ら
１
」

へ
の
取
り
組
み
を
振
り
返

り
、
障
害
者
自
立
支
援
法
違

憲
訴
訟
や
優
生
保
護
法
賠
償

請
求
訴
訟
、
生
活
保
護
裁
判

な
ど
「
人
権
裁
判
」
で
国
と

た
た
か
っ
て
き
た
こ
と
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
高

齢
者
権
利
条
約
（
仮
称
）
制

定
を
政
治
に
舞
台
に
上
げ
よ

う
と
訴
え
ま
し
た
。

　

次
回
の
高
齢
者
大
会
は
来

年
、
埼
玉
県
を
中
心
と
し
た

一
都
三
県
で
準
備
さ
れ
る
こ

と
も
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
高
齢
者
大
会
に

参
加
し
ま
し
た

　

第
37
回
日
本
高
齢
者
大
会

in
あ
い
ち
に
支
部
の
担
当
理

事
と
参
加
し
ま
し
た
。
一
日

目
は
分
科
会
と
学
習
講
座
。

二
日
目
は
全
体
会
に
参
加
し

ま
し
た
。

　

私
達
は
「
笑
い
ヨ
ガ
、
フ

レ
イ
ル
予
防
体
操
、
チ
ュ
ー

ブ
体
操
」
の
分
科
会
に
参
加

し
ま
し
た
。
作
り
笑
い
で
も

脳
が
「
今
は
楽
し
い
、
う
れ

し
い
」
と
錯
覚
し
Ｎ
Ｋ
細
胞

を
活
性
化
さ
せ
て
免
疫
力
を

上
げ
、
血
糖
値
を
下
げ
、
ス

ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン
を
抑
え
て

く
れ
る
そ
う
で
す
。
笑
う
こ

と
で
血
流
が
増
え
、
脳
が
活

性
化
さ
れ
認
知
症
予
防
や
進

行
が
抑
え
ら
れ
る
と
い
う
い

い
こ
と
づ
く
め
の
お
話
を
聞

き
、す
ぐ
に
実
践
し
ま
し
た
。

支
部
に
戻
っ
た
ら
班
会
に
取

り
入
れ
よ
う
と
思
い
ま
す
。

チ
ュ
ー
ブ
体
操
と
フ
レ
イ
ル

予
防
体
操
も
す
ご
く
た
め
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
班
会

に
取
り
入
れ
、
皆
で
元
気
に

楽
し
い
人
生
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
高
齢
者
大
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

阿
部
倉
支
部　

田
村
寿
江

講師の藤井克徳さん

オープニングの 300 人合唱団

日
本
高
齢
者
大
会

日
本
高
齢
者
大
会
inin
愛
知
愛
知
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
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出題：さまくん

◆
た
て
の
カ
ギ

①
前
も
っ
て
準
備
し
て
お
く
物
。

②
浦
島
太
郎
を
竜
宮
城
に
案
内
し
た
動
物
。

③
植
物
の
花
や
葉
を
支
え
る
部
分
。

④
記
事
や
記
録
な
ど
を
細
か
く
分
け
た

と
き
の
一
つ
一
つ
の
部
分
。

⑤
目
ざ
す
と
こ
ろ
。め
あ
て
。「
〇
〇
が
付
く
」

⑧
息
子
の
妻
と
な
る
女
性
。「
〇
〇
入
り
」

⑩
す
り
こ
ぎ
で
食
品
を
す
り
つ
ぶ
す
の

に
用
い
る
鉢
。

⑫
自
分
よ
り
年
上
の
男
の
兄
弟
。

⑬
漢
字
を
元
に
し
て
日
本
で
考
え
出
さ

れ
た
音
節
文
字
。

⑮
赤
・
黄
・
青
な
ど
、
物
で
反
射
す
る

光
に
感
じ
ら
れ
る
種
類
。

⑰
生
き
て
い
る
体
。
生
の
ま
ま
の
肉
。

⑱
人
が
住
む
た
め
の
建
物
。

⑳
物
を
し
ば
る
と
き
に
使
う
、細
い
つ
な
。

◆
よ
こ
の
カ
ギ

①
西
洋
の
音
楽
。

④
稲
の
実
か
ら
、
も
み
が
ら
を
取
り
除
い
た

も
の
。
日
本
人
の
主
食
。

⑥
飲
食
物
の
味
が
良
い
こ
と
。

⑦
そ
の
材
料
が
持
つ
、
変
形
や
破
壊
に
対
す

る
抵
抗
力
。

⑨
英
語
で
気
体
の
こ
と
。

⑪
忘
れ
な
い
よ
う
に
書
き
留
め
る
こ
と
。「
〇
〇
帳
」

⑫
太
平
洋
と
大
西
洋
に
は
さ
ま
れ
た
大
陸
。

⑭
地
中
に
打
ち
込
ん
で
目
印
や
支
柱
に
す
る
棒
。

⑯
皮
が
黄
色
ま
た
は
緑
色
で
、
中
身
が
白
く

て
甘
い
果
物
。

⑱
あ
る
物
・
人
・
事
柄
が
、
占
め
て
い
る
場

所
。
地
点
。

⑲
体
の
働
き
が
止
ま
っ
た
り
、弱
く
な
る
こ
と
。

㉑
よ
り
高
い
所
。

㉒
糸
や
毛
糸
な
ど
を
使
っ
て
編
む
と
で
き
る
。

当
選
者
（
敬
称
略
）

●
横
須
賀
市
／
明
田
容
子　

日
下
部
淳
子　

仙
波
希
久
子　

湯
本
直
美

●
三
浦
市
／
西
條
正
子　

中
澤
公
子　

●
逗
子
市
／
大
堀
剛　

髙
橋
竹
子　

野
村
悦
子　

渡
辺
郁
子

　

た
て
の
カ
ギ
、
よ
こ
の
カ
ギ
に
し
た
が
っ

て
マ
ス
目
を
う
め
て
下
さ
い
。
二
重
枠
の
文

字
を
並
べ
か
え
た
言
葉
が
解
答
で
す
。
そ
の

言
葉
と
紙
面
に
つ
い
て
の
感
想
を
書
き
、
右

の
あ
て
先
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で
10
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
お
送

り
し
ま
す
。（
１
月
末
日
必
着
・
発
表
は
２

月
号
）
抽
選
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
お
便
り

は
次
号
で
抽
選
を
し
ま
す
。

　

パ
ズ
ル
の
問
題
も
募
集
し
て
い
ま
す
。
採

用
の
場
合
は
図
書
カ
ー
ド
を
お
送
り
し
ま
す
。

2 6 7 3 1 5 8 9 4
8 3 5 6 4 9 1 7 2
1 9 4 2 8 7 3 6 5
7 2 9 4 5 3 6 8 1
6 5 1 8 9 2 7 4 3
3 4 8 7 6 1 2 5 9
9 8 2 1 7 4 5 3 6
4 7 3 5 2 6 9 1 8
5 1 6 9 3 8 4 2 7

12
月
号
の
正
解
（
一
例
）応募総数41通

正解〈4＋5＝9〉

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪

⑫ ⑬ ⑭ ⑮

⑯ ⑰

⑱ ⑲ ⑳

㉑ ㉒

答

　　　　　　　〒238 - 0031  横須賀市衣笠栄町2 -19
　　　　　　　神奈川みなみ医療生協　しんぶん係
FAX:046-852-8238　E-mail:h-sosiki2@k-minami.or.jp

あて先

1
月号

お
た
の
し
み

お
た
の
し
み
パ
ズ
ル

パ
ズ
ル

ヒント
新年の神様である「年神様」を
お迎えするときのお供え物

参
加
し
ま
し
た

11
月
17
日
、
横
須
賀
健
康

ま
つ
り
に
行
き
ま
し
た
。
は

ま
ゆ
う
薬
局
の
薬
局
長
さ
ん

の
健
康
講
話
は
と
て
も
た
め

に
な
り
ま
し
た
。
カ
レ
ー
す

い
と
ん
、
と
て
も
お
い
し
か

っ
た
！

横
須
賀
市　

脇
亜
紀

た
の
し
み
で
す

　
「
三
浦
半
島
地
名
の
由
来
」

を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
何
の
気
な
し
に
呼
び

慣
れ
て
い
た
地
名
に
古
い
由

来
が
あ
っ
た
と
知
る
の
は
と

て
も
お
も
し
ろ
い
で
す
。

横
須
賀
市　

日
下
部
淳
子

速
や
か
に

　

沖
縄
だ
け
で
な
く
、
米
海

軍
横
須
賀
基
地
所
属
の
米
兵

解
け
ま
し
た

　

数
独
の
回
答
応
募
は
こ
れ

で
２
回
目
で
す
。
い
つ
も
難

解
で
、
後
で
挑
戦
と
思
い
ま

す
が
、
他
の
事
に
か
ま
け
て

い
つ
も
時
間
切
れ
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。
今
回
は
ど
う
い

う
訳
か
解
け
ま
し
た
。
来
年

良
い
年
に
な
る
か
な
？

三
浦
市　

伊
藤
由
紀
子

利
用
し
ま
す

11
月
号
で
は
医
療
生
協
の

様
々
な
取
り
組
み
が
活
発
に

行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
知
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

自
分
自
身
の
健
康
に
つ
い

て
過
信
す
る
こ
と
な
く
、
受

に
よ
る
事
故
や
事
件
は
多
発

し
て
い
ま
す
。
９
月
に
有
罪

判
決
が
出
た
２
０
２
２
年
の

逗
子
海
岸
で
の
暴
行
事
件
。

最
近
で
は
９
月
18
日
に
21
歳

の
米
兵
が
起
こ
し
た
交
通
事

故
で
、
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い

た
22
歳
の
青
年
が
亡
く
な
り

ま
し
た
が
、
米
兵
は
身
柄
を

拘
束
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
11
月
13
日
に
は
酒
に

酔
っ
た
23
歳
の
米
兵
が
民
家

に
侵
入
し
て
寝
て
し
ま
っ
た

事
件
が
あ
り
ま
し
た
。
米
兵

は
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
が
不
起

訴
に
な
り
ま
し
た
。
日
米
地

位
協
定
に
よ
っ
て
、
日
本
の

法
律
で
厳
正
に
捜
査
や
処
分

を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
せ

ん
。
市
民
の
命
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
も
、
速
や
か
に

日
米
地
位
協
定
が
改
定
さ
れ

る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

横
須
賀
市　

長
野
和
範

組
合
員
の
ひ
ろ
ば

組
合
員
の
ひ
ろ
ば

横須賀市　稲葉広美

横須賀市　湯本直美

俳
句

お
だ
や
か
な
日
々
に
感
謝
実
南
天

葉
山
町　

髙
梨
民
雄

駅
伝
に
歓
声
あ
げ
て
年
新
た

横
須
賀
市　

河
合
滋
晴

鏡
餅
皆
で
雑
談
笑
い
声横須

賀
市　

堀
江
美
帆

福
袋
た
く
さ
ん
買
っ
て
物
あ
ま
り

横
須
賀
市　

堀
江
美
羽

週
一
の
酒
の
遠
さ
や
冬
夕
や
け

三
浦
市　

宮
川
一
滴

初
ま
い
り
森
戸
の
神
と
冨
士
お
が
む

葉
山
町　

石
井
冨
喜
子

短
歌

罹
患
せ
し
友
へ
手
編
み
の
冬
帽
子

黄
色
い
色
は
幸
せ
を
呼
ぶ

横
須
賀
市　

三
堀
千
鶴
子

新
年
の
青
空
の
果
て
ミ
サ
イ
ル
の

飛
ば
ざ
る
こ
と
を
心
底
祈
る

逗
子
市　

湊
美
根
子

文芸コーナー

診
の
機
会
を
見
逃
さ
ず
、
大

い
に
医
療
生
協
を
利
用
さ
せ

て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

三
浦
市　

Ｋ
・
Ｎ

は
じ
め
よ
う

　

科
学
の
進
歩
に
よ
り
将
来

は
寿
命
が
ど
ん
ど
ん
延
び
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
・
コ
ロ
ナ
に

気
を
つ
け
、
手

洗
い
マ
ス
ク
に

加
え
、
予
防
接

種
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

　

逗
子
市

　

本
間
芳
子

と
い
う
。
出
来
れ
ば
健
康
寿

命
が
延
び
て
く
れ
る
こ
と
を

願
い
つ
つ
、
今
年
の
健
康
診

断
の
結
果
を
見
つ
め
て
い
ま

す
。
寒
さ
が
厳
し
く
な
る
前

に
と
り
あ
え
ず
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

逗
子
市　

小
林
紘
子

対
策
を

　

寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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歴
史
歴
史
のの
街
、
街
、紅
葉
紅
葉
のの
鎌
倉
鎌
倉
をを
歩
こ
う

歩
こ
う

�

秋
の
鎌
倉
お
寺
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
１１
月
２６
日（
火
）健
康
づ
く

り
委
員
会
主
催
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
企
画
「
秋
の
鎌
倉
　
お

寺
巡
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を

２３
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し

た
。
今
回
は
鎌
倉
駅
西
口
か

ら
寿
福
寺
、
英
勝
寺
、
鶴
岡

八
幡
宮
を
め
ぐ
る
約
２
．
５

ｋ
ｍ
の
平
た
ん
な
コ
ー
ス
を

半
日
で
鎌
倉
ガ
イ
ド
協
会
の

ガ
イ
ド
さ
ん
と
歩
き
ま
し
た
。

　
寿
福
寺
は
正
治
二
年
（
１

２
０
０
年
）に
北
条
政
子
が
、

開
山
の
た
め
栄
西
を
呼
び
寄

せ
建
立
し
た
と
さ
れ
る
お
寺

で
す
。開
山
の
き
っ
か
け
は
、

こ
の
一
帯
が
頼
朝
の
父
義
朝

の
屋
敷
跡
と
さ
れ
て
い
た
の

で
、
そ
の
地
に
幕
府
を
建
て

よ
う
と
し
ま
し
た
が
、
ス
ペ

ー
ス
な
ど
の
問
題
で
断
念

し
、
そ
の
後
寺
を
開
く
こ
と

に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
北
条

政
子
と
源
実
朝
の
お
墓
が
裏

山
の
墓
苑
に
あ
り
ま
す
。
境

内
は
中
門
ま
で
は
入
れ
ま
す

が
、
そ
の
先
の
仏
殿
を
拝
観

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

横
の
通
路
か
ら
参
詣
し
ま
し

た
。
お
正
月
と
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
に
は
境
内
が
特
別

に
解
放
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
英
勝
寺
は
寛
永
十
三
年

（
１
６
３
６
年
）、
徳
川
家
康

楼
、
祠
堂
な
ど
は
水
戸
徳
川

家
御
抱
え
の
一
流
大
工
が
腕

を
ふ
る
っ
た
名
建
築
で
、
精

巧
な
彫
刻
や
透
か
し
彫
り
が

ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
鶴
岡
八
幡
宮
で
は
敷
地
内

に
あ
る「
平
家
池
」「
源
氏
池
」

「
白
幡
神
社
」「
旗
上
弁
財
天

社
」
な
ど
普
段
立
ち
寄
る
事

の
な
か
っ
た
と
こ
ろ
も
め
ぐ

り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら

は
、「
こ
れ
ま
で
何
度
も
来

た
と
こ
ろ
だ
け
れ
ど
も
、
い

わ
れ
な
ど
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話

を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
は
じ

め
て
知
る
こ
と
も
多
か
っ

た
。」「
み
ん
な
と
歩
け
て
楽

し
か
っ
た
。」
な
ど
の
声
を

頂
き
ま
し
た
。
来
年
も
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
企
画
を
開
催
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　
今
か
ら
２６
年
前
の
平
成
１１

年
１１
月
号
（
１
９
９
８
年
）

か
ら
三
崎
西
支
部
通
信
「
う

な
ば
ら
」
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
そ
の
９
号
に
は
、〝
ふ

れ
あ
い
食
事
会
「
べ
に
花
の

会
」〟（
１
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
つ
ど
い
）
の
７
回
目
の

食
事
会
に
、
横
浜
の
新
聞
社

か
ら
取
材
を
受
け
、
活
動
が

新
聞
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。食
事
会
の
き
っ
か
け
は
、

同
支
部
の
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
を
地
図
に
落
し
て
み
た

称
変
更
は
あ
り
ま
す
が
、
運

営
委
員
を
中
心
に
手
作
り
で

調
理
す
る
活
動
は
変
わ
っ
て

い
ま
せ
ん
。
食
べ
き
れ
な
い

方
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
お

弁
当
容
器
で
お
出
し
て
い
ま

す
。

　
食
事
前
に
は
鈴
木
初
美
理

事
の
ウ
ク
レ
レ
演
奏
に
合
わ

せ
ペ
チ
カ
、き
よ
し
こ
の
夜
、

お
正
月
な
ど
歌
い
和
み
、
食

事
後
に
は
メ
ニ
ュ
ー
の
意
見

交
換
や
次
回
の
要
望
な
ど
を

お
聞
き
し
、
楽
し
い
ひ
と
時

を
過
ご
し
た
１２
月
２１
日
三
浦

市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の

食
事
会
風
景
を
紹
介
し
ま
す
。

　
１２
月
８
日
（
日
）「
原
子

力
空
母
反
対
集
会
」
が
ヴ
ェ

ル
ニ
ー
公
園
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
神
奈
川
県
内
の
平
和

団
体
や
労
働
組
合
、
市
民
団

体
な
ど
を
中
心
に
約
１
０
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
　

横
須
賀
に
原
子
力
空
母
が
あ

る
こ
と
で
人
命
に
も
関
わ
る

色
々
な
問
題
が
あ
る
こ
と
を

学
び
、
あ
ら
た
め
て
横
須
賀

だ
け
で
な
く
日
本
全
土
に
基

地
は
い
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
参
加
者
で
確
認
し
ま
し
た
。

　
集
会
で
は
主
催
者
代
表
の

挨
拶
後
、
国
会
情
勢
を
日
本

共
産
党
参
議
院
議
員
の
山
添

拓
さ
ん
が
報
告
し
ま
し
た
。

ま
た
、
横
須
賀
市
民
法
律
事

務
所
の
呉
東
正
彦
弁
護
士
、

茅
ヶ
崎
市
議
の
金
田
俊
信
さ

ん
は
茅
ヶ
崎
へ
の
米
軍
ヘ
リ

の
墜
落
事
故
に
つ
い
て
、
反

対
運
動
連
絡
会
・
飛
田
久
男

事
務
局
長
は
横
浜
ノ
ー
ス
ド

ッ
ク
反
対
運
動
に
つ
い
て
発

言
し
ま
し
た
。
集
会
後
は
、

市
内
を
デ
モ
行
進
し
市
民
へ

の
ア
ピ
ー
ル
を
し
ま
し
た
。

の
側
室
で
あ
っ
た
英

勝
院
が
開
い
た
尼
寺

で
す
。
現
在
も
、
鎌

倉
で
唯
一
の
尼
寺
と

し
て
続
い
て
い
ま

す
。
英
勝
院
は
水
戸

藩
の
初
代
藩
主
・
徳

川
頼
房
の
養
母
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
江

戸
時
代
に
は
水
戸
藩

の
姫
君
が
代
々
住
持

を
勤
め
た
そ
う
で
す
。

　
山
門
、
仏
殿
、
鐘

寿福寺の山門でガイドさんと

鶴岡八幡宮内の旗上弁財天社

みなみ医療生協 ６３ 人が参加しました。

※当日の模様を
YouTube で
視聴できます。
QRコードから
アクセスしてく
ださい。

原子力空母反対集会

べ
に
花
食
事
会

べ
に
花
食
事
会

三
崎
西
支
部

と
こ
ろ
独
居
の
方
が
多
い

事
か
ら
、
皆
さ
ん
食
事
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
し

ら
？
か
ら
始
ま
っ
た
と
の

事
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

で
お
休
み
の
時
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
も
引
き
継
が

れ
て
い
る
活
動
で
す
。
現

在
は
年
３
回
開
催
の
「
べ

に
花
食
事
会
」
と
少
し
名


